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 もしも社内で【Ｍｒ.ダンディー】コンテストを開いた

ら、まちがいなく彼がチャンピオンに輝くことでしょう。

（ガウン着てソファーでブランデー飲むのが似合いそう

ですし。笑） 

 声も渋くて素敵です。（なんと朝礼で社訓を読んだとき

「聞き惚れた」と社長から褒められたことも…） 

 

 ところが実際にお話ししてみると、とってもお茶目な

気遣い屋さん！…そんなギャップもまた魅力です。 

 というわけで、江連さんの事をみなさんにも知ってい

ただこうと、本人にいろんな質問をぶつけてみました。   

 ではレッツゴー！ 

 

■江連さんの三大ニュース2009を教えて下さい！ 

 ①長男（24歳）が家に彼女を連れてきた（＾＾；） 

 ②仲の良かった友人と中学以来の再会。 

 ③10年ぶりくらいに夫婦で温泉に行った。 

 

■これだけは人に自慢できること 

 体重っ!！ 

 

■仕事中に、いつも心掛けていること 

 “誠意” 

 

■ついついやってしまう癖ってありますか？ 

 自分では気づかない。何かあるぅ？ 

 

■今、気になっていること 

 庭の草木が伸び放題。何とかしなきゃ！ 

 

■最近、感動したのはいつ頃ですか？ 

 8月の甲子園、決勝戦。 

 まさに甲子園。これぞ高校野球！! 感動したぁ～！ 

 

■タイムマシーンがあったら、いつの時代に行きたいですか？ 

 江戸時代に行って水戸黄門に会いたい。 

■最後に心理テストを…。（皆さんもご一緒にどうぞ♪） 

 朝起きるとあなたは動物に大変身！その動物とは？ 

 ①猫  ②ライオン  ③パンダ  ④馬 

 …ちなみに江連さんは④番の馬でした。 

 

 さて、この心理テストではあなたの心の中の願望が

わかるそうですよ。（はずれてたらごめんなさい！） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 江連さんは…なるほど、そうですか。 

野性的な魅力と美を手に入れたい…と（笑） 

ぜひ頑張ってくださいね！応援しています（＾▽＾） 

 

  

 茶目っ気タップリな回答ありがとうございました♪ 

 楽しい記事を作るため、積極的に協力してくださっ

た彼は、やはり気遣い屋さんだな～と感じました。 

  

 野性的な魅力を手に

入れたら、ふたたび奥

様と温泉旅行なんてい

かがでしょう？ 

（あ…まずは庭のお手

入れが終わってからで

すね。笑） 

北山ショールーム営業課主任 江連 明 

 ①の猫を選んだ方は、誰にも邪魔されずにのんびり気ま 

 まに生きたいと思っています。 
 

 ②のライオンを選んだ方は、仕事や学業で大成功を収   

 め、周りから称えられたいと思っています。 
 

 ③のパンダを選んだ方は、みんなから注目されたい、愛 

 される存在でいたいと思っています。 
 

 ④の馬を選んだ方は、冒険がしたい、そして野性的な魅 

 力と美を手に入れたいと思っています。 
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旬の野菜を使った『簡単レシピ』 
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●白菜の簡単和風サラダ ●甘辛ごぼうバターしょうゆ焼き 

˲ѝ 
ゴボウ     １本（太め）       ●しょうゆ    大さじ１ 

片栗粉       適量       ●砂糖      大さじ１ 

バター      大さじ２       ●酒         大さじ１ 

 

１、白菜を太めの千切りにザクザク切る。 

    

２、●の調味料３種は混ぜ合わせておく。 

 

３、白菜を多めのお湯で茹でる｡(先に芯を入れ、  

     葉っぱはサッと茹でる)ザルにあけて粗熱が 

     取れたら、手でしぼって水気をきる。 

 

４、白菜と、先ほど合わせておいた●３種をボウ 

  ルに入れ、手で揉むように混ぜ合わせる。 

  冷めるまでそのまま放置。 

 

５、また水分が出てくるので、さらに手でしぼる。   

  そこにマヨネーズとすりゴマを加えて良く混 

  ぜる。 

 

６、最後にかつお節も加えて、箸でザックリ混ぜ  

  て完成！ 

˲ѝ 
白菜      １/ ４カット       ●和風だしの素 大さじ１ 

かつお節  （小袋）２袋       ●砂糖      大さじ１ 

マヨネーズ    大さじ３       ●塩      小さじ１/ ３ 

すりゴマ     大さじ１ 

 前に雑誌かどこかで見かけて美味しそうだったので試しに作ってみたところ、これが絶品で家族からも大好評！ 

今では我が家の食卓の定番メニューです。ただし食べ過ぎには注意しましょう！(笑) 

１、ゴボウは流水で汚れを落とした後、５ｍｍ幅   

  の斜め切りにし、水にさらしてあく抜きする。 

 

２、●の調味料３種は混ぜ合わせておく。    

 

２、よく水気を切ったゴボウに、片栗粉を薄くま 

  んべんなくつける。（つけ過ぎに注意） 

 

３、フライパンにバターを入れ、先ほどのゴボウ 

  を中～弱火で両面こんがり焼く。 

 

４、ゴボウに焼き色がついたら火を止めて、混ぜ 

  合わせておいた●３種を絡め  

  て完成！ 



日       

１ 
大安     

２ 
赤口     

３ 
先勝 

４ 
友引      

５ 
先負      

６ 
仏滅      

７ 
大安      

８ 
赤口      

９ 
先勝     

10 
友引 

11 
先負      

12 
仏滅      

13 
大安      

14 
赤口      

15 
先勝      

16 
友引     

17 
仏滅 

18 
大安      

19 
赤口      

20 
先勝      

21 
友引      

22 
先負      

23 
仏滅     

24 
大安 

25 
赤口      

26 
先勝      

27 
友引      

28 
先負      

29 
仏滅      

30 
大安 

 
   

 
   

 
   

 
 

 
 

        2009年11月 11月のスケジュール 

¶ ３日－文化の日 

¶ ７日－立冬 

¶15日－七五三 

¶23日－勤労感謝の日 

 

弊社イベント 

¶ ７日－お墓完成見学会（予定） 

¶ ８日－お墓完成見学会（予定） 
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七五三 
 三歳・五歳・七歳という節目の年の11月15日

にお宮参りをし、これまで無事に成長したことへ

の感謝と、さらなる今後の成長をお祈りする行事

です。男子は三歳と五歳、女子は三歳と七歳に祝

うのが一般的なようです。（地方によっても異な

ります） 

 古来の七五三の形は、髪置（かみおき）・袴着

（はかまぎ）・帯解き（おびとき）とそれぞれ呼

ばれていました。  

 

 髪置
かみおき

（三歳男女）…それまで剃って短くしていた子  

          供の髪を伸ばし始める儀式 

 袴着
はかまぎ

（五歳男児）…男児が初めて袴をはく儀式 

 帯解
おびとき

（七歳女児）…女児がそれまで着物を留めるの   

          に使っていた紐を帯に変える儀  

          式で紐落（ひもおとし）ともいう 

 昔は医療がまだ発達していないため、乳幼児

の死亡率が高く、成長する子供は幸運とされて

いました。そのため七歳未満の子供は【神の

子】といわれ、神がその運命を決めると考えら

れていたそうです。 

  

 七五三では、千歳飴（ちとせあめ）を食べて

祝います。江戸時代、浅草の飴売り・七兵衛が

売り出したのが始まりでした。 

 この千歳飴には、我が子が元気に成長し長生

きするようにとい

う願いが込められ

ています。 



 
    本  店：宇都宮市東原町８－２５ 

        ℡０２８（６５８）８８３１ 

   泉 町 店：宇都宮市泉町４－６        

        ℡０２８（６２２）１４１５ 

   北 山 店：宇都宮市岩本町３４８ 

        ℡０２８（６２４）１８２５ 

   壬 生 店：下都賀郡壬生町国谷２１９１－８ 

        ℡０２８２（８６）５５８８ 

   心 栄 堂：宇都宮市西川田町９６４－１０ 

        ℡０２８（６４５）１００１ 

そして何といっても菊花紋といえば、皇室のご紋

章として有名です。 

鎌倉時代の後鳥羽上皇が大の菊好きで、調度品や

衣服などに菊家紋を使用していたことがきっかけ

となり、次第に皇室のシンボルとなっていったそ

うです。（法的に定められたのは明治になってか

ら） 

 

また菊は、食用として私たちの食卓にのぼったり

もします。独特の甘みがあり、茹でておひたしに

したり、酢の物や天ぷら、お吸い物などにしても

美味しいです。 

 

皆さん、今度菊を食べ

るときには是非とも『丌

老長寿』を願いながら食

べてみてはいかがでしょ

う？ 

【日本を象徴する花】といえば、春は桜、秋には

菊を思い浮かべる方は多いでしょう。 

 

花言葉は「高貴」「真実」「清浄」「女性的な

愛」「私を信じて下さい」など…。 

 

キク科キク属の植物で、奈良時代末期に中国から

薬草として渡来し、後に鑑賞用になったといわれて

います。なんと『丌老長寿』の薬として考えられて

いたようです。 

中国には菊が群生している甘谷という場所があ

り、その沢の水を飲むと長寿を保つと言い伝えられ

ていました。 

日本でも、天武天皇の時代に始まったとされる９

月９日【重陽の節句】では、天皇や廷臣たちが菊花

酒を飲んで『丌老長寿』を願ったそうです。 

また、菊の花の上に一晩真綿をかぶせ、花の露を

吸わせたその真綿で身体をぬぐうと『若返り』の効

果があるともいわれていたそうですよ。 

 

日本では菊花のデザインは様々なところに登場し

ます。パスポートや50円硬貨、国会議員や大使館

員の紋章、検察官のバッジにも使われています。 

ホームページもご覧ください 
http://www.yatabesekizai.com 

ご供養のご相談はお近くの「石のやたべ」へ 

【菊】ー丌老長寿の花ー 

 

 

 

 

フリーダイヤル 

０１２０（２５）０１２０ 
 

◎お便りお待ちしております。 

 

〒３２１－０９７６ 

宇都宮市岩本町３４８ 

℡  ０２８（６２４）１８２５ 

FAX ０２８（６２４）１８２６ 

Email: info@yatabesekizai.com 

Yatabe.ico 

http://www.yatabesekizai.com/

